
心ひとつに ＝ 自己の確立に精励する生徒の育成 ＝ 気づき、考え、行動する生徒

■いよいよ新人戦！１、２年生の初陣はいかに

組み合わせ等はお知らせしておりますが、コ

ロナ禍中での開催のため、応援や観戦につきま

しては、各種目会場の指示にご協力くださるよ

うお願いいたします。

１、２年生の各選手は、３年生がどんな思い

で７月の郡総体に臨んだのかを十分に考えて大

会に臨むことが肝要です。来年の大会で頑張れ

ば、というこれまでの考えでは通用しない時代

になってしまいました。

相手と試合をする機会が得ら

れたことに感謝し、試合以外の

場面での挨拶や振る舞いなどで

その気持ちを態度に示し、目の前の一戦一戦、

一投一打、一挙手一投足に持てる力を十分に発

揮してほしいものです。健闘を祈ります。

■学校評議員による授業参観と学校評価の精査

９月７日(月)、

３名の学校評議員

が来校し、本校の

学校運営について、

学校評価 (中間評

価)を精査して検討

するため、生徒の

様子を参観してく

ださいました。

学校評議員は、

保護者代表枠に町

内小学校ＰＴＡ代表者、学校関係者枠に高等学

校長、有識者枠に町内会社経営者に委嘱してお

ります。

次のようなご感想、ご助言をいただきました。

・授業への生徒の取組がよい。「授業で勝
負」が意識され、計画的な指導がなされ
ている。

・学校評価のアンケートが適切にまとめら
れている。

・グループ等で話し合う場面では、生徒が
自分の考えをもって取り組むようにする
ことが大切。

・授業の発表で自分の考えを言える生徒が
少ない。自己表現が豊かな生徒の育成に
努めてほしい。書く力を育て、話す力の
向上を図ってほしい。

・学校と保護者とでは子どもの捉え方に相

違があるので、保護者の意識改革が必要
なこともある。

・アンケートでは授業の理解度は高い。そ
れに伴った結果となるよう手立てを講じ
てほしい。

・生徒のネットやＳＮＳへの依存が心配。
保護者と連携して適切な使い方の指導に
当たってほしい。

・目指す生徒像の中の「気づき」が大切。
時には時間をかけて気づくまで待つこと
が大切。 (以上抜粋)

■生徒会総意の「いじめゼロ六箇条」制定！！

既に生徒会報や各学年報でお知らせしており

ますが、８月２８日に臨時生徒総会を開催し、こ

れまでの五箇条を見直して、新たな六箇条を制

定しました。そこに至る過程が大変重要で、真

に自分たちの問題として受け止めるよう、何度

も学級や学年で討議を重ねました。各学級や学

年でも取組目標を定め、それを全て包括する全

校で取り組む分かり易い目標が示されました。

全校生徒には、せめて六箇条のどれか一つを

自分の重要課題として日々意識し、気づき、考

えて行動してほしいと切に願っています。

【生活三箇条】
１ イジリ、からかい、悪口厳禁！
２ 他人の物に触れない！トラブルのもと！
３ 人のよさを見つける目をもとう！
【メディア三箇条】
４ 個人情報、誹謗・中傷、投稿厳禁！
５ 午後九時半 やりとりやめよう 一斉に！
６ 悩みはネットに逃げず、大人に相談！

このことの討議を重ねていた夏季休業前後の

時期に、この六箇条に該当する切実なトラブル

が生徒間で多く発生しており、現在その対応と

解消に力を注いでおります。

原因の多くは、学習や部活動、あるいは進路

目標達成への努力よりも、ＳＮＳやオンライン

ゲーム等に時間を費やしていること、軽率な書

き込み等をしてしまったこと、人との適切な関

わりに気づかない振る舞いをしてしまったこと

などのようです。

特に、個人情報の扱い、誹謗・中傷等は犯罪

につながることを、保護者の皆様からも厳しく

ご指導願います。
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